
 

 

接遇ガイドライン・認知症編作成の方針について 

 

検討項目①.検討の枠組みについて 

  対象：一人で外出している認知症の人（軽度～中等度、MCI、高齢者/若年者） 

  接遇：対象者が、公共交通を安全かつ円滑に利用するために必要な対応 

 

検討項目①.認知症別冊の構成について 

  本編を踏襲すべき項目、追加して認知症について記述する項目を検討する必要がある。 

 

本編の構成                 認知症別冊の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料－５ 

本編の内容を踏襲する

基本項目 

「認知症の人」として新

たな項目を追加 

本編の内容を踏襲する

基本項目 



検討項目②.別冊における検討項目について 

 

 (1) 特性、困りごと等の理解 

   当事者及びその家族等へのアンケート調査、医療関係者へのヒアリング調査の結果の整理か

ら、認知症の人の特性、困りごと等を理解するための整理を行う。 

 

 (2) 基本的な接遇方法 

   (1)と同様、実態調査等の結果整理から、「公共交通を利用する際の認知症の人に対する基本

的な接遇の方法」について一般的な事項を整理する。 

 

 (3) 交通モード別の対応について 

 (1)と同様、実態調査等の結果整理から、また、事業者が抱える認知症の人に対する対

応に対する不安なども踏まえて、交通モード別、場面別の認知症の人に対する対応につ

いて整理する。 

 整理にあたっては、本編と同様、基本の心構え、共通事項、各場面で整理するとともに、

基本の接遇方法、対応の留意点、対応の好事例（アンケート調査から）を整理する。 

 


